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『オリヴ ァ・ トゥイスト』の日本語訳

デイケンズ翻訳史のひとこま

藤　村　公　輝

　１８３６年８月２２日 ，出版業者のベントリィＲ１ｃｈａｒｄ　Ｂｅｎｔ１ｅｙとの問で話がまとまり ，ディケンズ

Ｃｈａｒｌｅｓ　Ｄ１ｃｋｅｎｓ（１８１２－１８７０）は新作執筆と，ベントリィ社が出すことにな った雑誌Ｂ伽〃紗な

〃鮒３肋〃の編集，およぴそれへの寄稿を約束した。執筆予定の新作は『オリウァ ・トゥイス

ト』〃３Ａ加伽〃閉げ０伽３７ 丁醐〃と『ハーナヒィ ・ラ ソジ』Ｂ〃吻妙Ｒ〃ｇ３の二篇という

ことになり ，翌１８３７年１月に雑誌は刊行されたのだが，発表を約した作品は掲載されていなか っ
た。 特に理由も示されないまま，明くる２月号から『オリヴァ ・トゥイスト』は始まっ た。 ３，

４， ５月と続けられ，６月号では休載となり ，７月より再開されて，以後中断することもなく連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）載され，１８３９年３月号が最終回であ った。単行本としては１８３８年１０月に三冊本として出版された

が， どうしたわけか初版本には献辞も序文もなかった。そのうえ作者名も＜ボズ〉Ｂｏｚ となっ て
　　２）

おり ，副題として「教区少年の成長」Ｔｈｅ　Ｐａｒ１ｓｈ　Ｂｏｙ’ｓ　Ｐｒｏｇｒｅｓｓ という文…１がついていた。第

二版になっ て作者名としてディケンズが明示され，１８４１年４月に出た第三版では序文がつけられ

た。

　６月号で休載になっ たのは，同居していた妻キャサリンＣａｔｈｅｍｅ　Ｈｏｇａ討ｈの妹メアリー

Ｍａｒｙ　Ｈｏｇａｒｔｈの急死のためであ った。「あの時の悲しみは言葉で言えない，あの悲しみは誰に

も分からない。ただ，彼女が自分の腕の中で亡くなっ たのがせめてもの慰めだった」と後にディ

ケンズは語っている。彼はメアリーの指から抜いた指輪を，自分の指に一生はめていたほどであ

る。 その後，ディケンズの思い出の中で義妹メアリーの占める割合はいつも大きかったようであ

る。 それゆえ，後々の作品にいろいろな姿で，記憶の中の彼女の像が登場してくることになり ，

この『オリヴ ァ・ トゥイスト』では，オリヴァ 少年を可愛がる優しい娘（実はオリヴ ァの叔母であ

ることが後半になって分かる）ローズＲｏｓｅの中に，それを多少うかがうことができよう 。しかし

『オリヴ ァ・ トゥイスト』は執筆最中だったので，あまりにも生々しい出来事を直に取り入れる

ことは難しかったようである。後の作晶になれば，明らかにメアリーを理想化したと思われる登

場人物が現れる。たとえば，自伝的作品と言われている中期の傑作『デイヴィッ ド・ コパフィー

ルド』Ｄ伽〃Ｃｏ妙６が〃の中のドーラＤｏｒａ，または『骨董屋』珊６０〃Ｃ舳０５〃８ん砂のネル

Ｎｅ１１などが，そうである 。

　話を少し前に戻すと ，この『オリウァ ・トゥイスト』は，前作『ピ ソクウィソ ク倶楽部遺文

録』〃３Ｐゴ６加〃Ｐ砂舳が終わらないうちに書き始められ，同様に『オリヴァ ・トゥイスト』

がまだ「ベントリィ ・ミセレニー」誌に運載されている間に，次作『ニコラス ・ニクルビィ』

１Ｖ１肋ｏ伽１Ｖ；〃肋ツの執筆が開始されている。このような彼の仕事ぶりを見ると ，ジャーナリス

トとして働いていたそれまでの姿が重なっ て見えてきそうである。若いころの議会報道記者とし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３８）
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ての生活は，おそらく次から次へと仕事に追われていた毎日であ ったのだろう 。いや，むしろ自

ら進んで仕事を作り出していたのかもしれない。仕事に追われている時にこそ，彼は本当に生命

の充実感のようなものを覚えたようである。作家としての生活が軌道にのり ，家庭で執筆してい

る時でも ，突然家族の居る部屋に入ってきて，彼らの雑談に耳を傾け，時にはち ょっと話に口出

しをしながら，同時にせっせと筆を運び，作晶を書き続けるという芸当もしたようである。まさ

しくジャーナリスト的仕事ぶりと言わねばなるまい。これは意識的に自分に多くの仕事を課し続

けることで，一時でも嫌な俗事を忘れようとしたためだったかもしれないし，また一方，当時の

いろいろな社会問題に対する強い関心が，次々と作晶やその他の文章を書かせる力になっ ていた

とも言えそうである。『オリヴ ァ・ トゥイスト』の中でも取り上げられている問題，たとえばオ

リウ ァ少年が収容された救貧院ｗｏｒｋｈｏｕｓｅ，あるいはフェイキンＦａｇｍ一味の巣くっ ていた貧

民街のことなどがあろう 。ディケンズは自分の幼少年期の経験から，そういっ た問題を黙って見

過こすことができず，若さも手伝い威丈高になっ て問題解決を叫んでいる。しかし，問題の捉え

方， その解決の具体策についてはずいぶん甘いと思えるところがあるのも事実で，それをディケ

ンズの弱点，また作晶の欠陥として指摘するのは容易なことであるが，ここではその点への深入

りは避けて少しだけ述べるに留めたい 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
　ところで「罪を憎んで人を憎まず」という俗言があるが，その場合の＜罪＞というのは，生ま

れとか育った環境，あるいは無知（不十分な教育）の結果引き起こされた行為とみなされ，本人

に直接の責任はなく ，社会や，周囲から悪い影響を受けたためであ って，罪を犯した当の人間は ，

いわばその犠牲者なのだというニュアンスが言外にあるといえないだろうか。この『オリヴ ァ・

トゥイスト』に登場し，スリをはたらく少年たちも ，たしかにフェイキンやサイクスＳ
１ｋ
ｅｓ たち

に操られているだけで，何の罪もないかもしれない。とりわけ主人公のオリヴ ァ少年は，自ら悪

事を働くわけではなく ，ただ命令されて否応なしに片棒を担がされる羽目になるだけである。当

然作者のディケンズはオリヴ ァ少年の弱さとか，純粋さを強調し，悪の色に染まらぬ彼の美点を

描きだす。同時に，このような犠牲者を生み出した社会（悪）や制度を批判，攻撃することにな

るのである 。

　犠牲者を含む弱い者への同情，憐潤というところに焦占を合わせて，個人の内面に深く立ち入

ることで，ひとつの作品を創造することは可能だし，それを得意とした作家もいた。それに留ま

らず，個人を取り巻く社会環境，あるいは時代相と共に当時の諸制度，その制度を運用する人間

にまで視野を広げて作品を執筆，構成していくというのも ，またひとつのやり方である。もちろ

ん， ディケンズがこの両方をやろうとした作家だったのはいうまでもない 。

　主人公オリヴ ァを哀れな少年，汚れを知らぬ子供に仕立てあげ，彼をいじめ，悪の道に引き入

れようとする大人たち，役人のハンフルＢｕｍｂｌｅ や， 強盗団の首魁フェイキン，その仲問のサイ

クスを情け知らずの冷酷な人問に思わせるような話の運び方。その手際は見事というほかはない 。

しかし，ディケンズは，ただ単に子供を善人に大人を悪人に描き別けて満足していたわけではな

い。 オリヴ ァに心からの共感を示すと同時に，悪人に対しても興味津々なのである 。

　『オリウァ ・トゥ イスト』の第１０章にこんな場面がある。フェイキンー味の巣窟で世話になり ，

生活にもなれたオリウァ が， 初めて仕事（スリ）に出たいと申し出て，先輩格の二人の子供の仕

事ぶりを見習うことにな った。街へ出た子供は本屋の店先で立ち読みをしている老紳士に狙いを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５３９）
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定める 。

立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

　ドジャーがこの老紳士のポケ ットの中へ手をつっ込み，そこからハンカチをひっぱり出し ，

それをチャーリー・ ベイッに手渡し，そして最後に二人とも一目散に街角を曲がって逃げてし

まうさまを，そこから数歩離れたところに立って，目をまるくして見ていたオリヴ ァーの驚き

と恐怖はどんなだったろう！

　その途端に，あのハンカチや時計や宝石類やユダヤ人の秘密が全部頭の中でぱっと解けた 。

一瞬彼は立ちすくんだまま，恐怖で全身の血管がひりひりして，まるで燃えている火で焼かれ

ているような感がした。それからおびえうろたえたあまり ，自分でも何をしているのかわから

ぬ問に，足も地につかんばかりに逃げ出していた 。

　　　・オリヴ ァーが駆け出した途端に老紳士はポケ ットに手を入れ，ハンカチがなくなっ てい

るのに気づくと，はっとうしろをふり向いた。すると一目散に逃げ去って行く子供が見えたの

で， 当然のことながらこの子が犯人だと決めてかかり ，「泥棒だ，つかまえろ！」とせい一ぱ

いの声で叫ぶと，本を手にしたまま追い駆けた 。

　　　「泥棒だ，つかまえろ！　泥棒だ，つかまえろ！」この声には魔法の力がこめられてい

る。 商人は店を，車ひきは車を，肉屋は皿を，パン屋は籠を，牛乳屋は桶を，使い走りの子供

は包みを…ほおり出す。そして一同しゃにむに駆け出すのである。わめき ，叫び，角を曲がり

ざま通行人をつき倒し，犬を吠え立たせ，鶏を驚かせ，通りに，広場に，路地に，その叫び声

をこだまさせながら，つっ走る 。

　「泥棒だ，つかまえろ！　泥棒だ，つかまえろ！」何百という声がこの叫びに和し，街角に

来るたびに野次馬の数が増える。泥をはね上げ，歩道を踏み鳴らして章駄天走り 。

　窓が開き，人が家から走り出る。群衆はただひたすら，前へ，前へ。

　「泥棒だ，つかまえろ！　泥棒だ，つかまえろ！」人問の心の奥底には，何かを追っかけた

い， という熱情が根を張っているのだ。一人の可哀想な子供が，息も絶え絶えにあえぎながら ，

顔に恐怖の色を浮かべ，目に苦悶の色をみなぎらせ，顔からは大粒の滝の汗を流し，追っ手を

まこうと全身の神経を張りつめる。後に続く追っ手は刻一刻と近づき，相手の力が弱まるのを

見て，さらに一そう歓声をあげる，わあ，ばんざい。ｒ泥棒をつかまえろ！」そうとも，可哀

想と思ったら，つかまえてやれ！　見ていられないじゃないか 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小池滋訳，講談社文庫版，１１４－１６頁）

　逃げるオリヴ ァと追いかける群衆，それを描く作者ディケンズの視点は，全知全能の鳥鰍図的

立場だろうが，可哀想なオリヴァに対する同情，共感だけではない。明らかに「泥棒だ，つかま

えろ！」と叫びながら，ディケンズも間違いなく群衆と一緒に走っているのである。彼はいつも

冷静な目で，傍観者的に事態を観察しているだけではない。善を擁護する一方で，悪にも強く心

惹かれ，自分の創出した物語の世界にのめり込んでいくのも事実である。何事にも一所懸命にな

るのである。そこにディケンズのディケンズたる所以があるといえよう 。

　「『泥棒をつかまえろ！』そうとも ，可哀想と思ったら，つかまえてやれ！　見ていられないじ

ゃないか」という一文は，ディケンズが善悪双方の自由な立場に立っていることを表している 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４０）
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オリヴァに，ただ逃げろ，と言うだけではない，逃げた って行く先がない。どうせ逃げおおせら

れないのであれば，捕まれ，捕まえてもらえ，そうすれば助かるんだ，助けてやるから捕まれ ，

と作者は言っている。ここから話の展開が透けてみえるのである。つまり ，当然のことながらオ

リヴ ァは罪には問われない。現場を見ていた本屋の主人によっ て， ハンカチをすったのはオリヴ

ァでないことが証明されるのである。しかも被害にあ った老紳士は親切この上ない人で，オリヴ

ァが犯人でないと分かると，傷ついた彼を哀れんで自分の家に連れ帰る形で話は展開していくの

である 。

　先の引用文は，小池氏の訳（講談社版）を利用したが，ここで改めて日本語訳（翻案）を紹介し

ておこう 。一応，年代順にあげておくが，もちろんこれは完壁なものではない。今までのところ

筆者が直接，問接に確認できたものに過きず，漏れているものがあると思われるので，大方のこ
　　　　　　　　　４）
教示をお願いしたい 。

０　松本泰 ・松本恵子共訳ｒ漂泊の孤児』ヂィケンズ物語全集全十巻の第１巻，中央公論社，昭和１１－１２

　（１９３６－７）年。（筆者未確認）

　　テイ ソケンス，焉場孤蝶訳『オリウァー　ノウィスト』世界大衆文学名作選集第１７巻，改造社，昭和

　１４（１９３９）年

　　チャールス ・ディケンズ，松本恵子訳『オリバーの冒険』国民図書刊行会，昭和２３（１９４８）年

　　奈街三郎著『オリバー・ ツイスト』世界少年文学選集，大雅堂，昭和２４（１９４９）年

　　チャールス　ジケンス，水谷まさる編『嵐の中の孤児』世界名作物語，金の星社，昭和２４（１９４９）年

　鷲巣尚訳『オリヴ ァ・ トウィスト』全２冊，角川文庫，昭和２４（１９４９）年

¢　中村能二訳『オリウァ　ノィスト』上，下巻，新潮文庫，昭和３０（１９５５）年

＠　本田季子訳『オリウァ　ノウィスト』上，下巻，岩波文庫，昭和３２（１９５７）年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　　北川悌二訳『オリハー　トウィスト』正続，三笠書房，昭和４４（１９６９）年

＠　水之江有義編注『オリバー・ ツイスト』テキスト版，松柏社，昭和４４（１９６９）年

◎　小池滋訳『オリヴ ァー・ トゥイスト』講談社文庫，昭和４６（１９７１）年

＠　小池滋訳『オリヴ ァー・ トゥイスト』筑摩文庫，平成６（１９９４）年

＠　照山直子訳『オリヴ ァー・ トゥイスト』ニュートンプレス，平成９（１９９７）年

　上記◎と＠は同じものであろう 。以上のほかに翻案として堺利彦訳のｒ小桜新八』（「都新聞」

明治４４年１月１６日一５月３日まで連載。同年に単行本『小桜新吉』として出版）がある（筆者未詳）。 最後

の＠は今年９月に発刊されたもので，漫（劇）画調のものだが，一応話の筋を追 って，手っ取り

早く作品の荒筋を知るには便利である。翻案と絵と解説を担当しているのはアメリカ人のようだ 。

　ここで先ほと引用した部分について，上記の日本語訳をそれぞれ見比べてみよう 。まず　の馬

場訳をみることにするが，その前に原文を一部示しておきたい 。

Ｗｈａｔ　ｗａｓ　Ｏ１１ｖｅｒ’ｓ　ｈｏｒｒｏｒ　ａｎｄ　ａｌａｍ　ａｓ　ｈｅ　ｓｔｏｏｄ　ａｔ　ｆｅｗ　ｐａｃｅｓ　ｏｆｆ，１ｏｏｋｍｇ　ｏｎ　ｗ１ｔｈ　ｈ １ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）ｅｙｅ１１ｄｓ　ａｓ　ｗ１ｄｅ　ｏｐｅｎ　ａｓ　ｔｈｅｙ　ｗｏｕ１ｄ　ｐｏｓｓ１ｂ１ｙ　ｇｏ，ｔｏ　ｓｅｅ　ｔｈｅ　Ｄｏｄｇｅｒ　ｐｌｕｎｇｅ　ｈ１ｓ　ｈａｎｄ　ｍｔｏ　ｔｈｅ

ｏ１ｄ　ｇｅｎｔ１ｅｍａｎ’ｓ　ｐｏｃｋｅｔ，ａｎｄ　ｄｒａｗ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅｎｃｅ　ａ　ｈａｎｄｋｅｒｃｈ１ｅｆ，Ｔｏ　ｓｅｅ　ｈｍ　ｈ
ａｎｄ　ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ｔｏ

Ｃｈａｒ１ｅｙ　Ｂａｔｅｓ ，ａｎｄ丘ｎａ１１ｙ　ｔｏ　ｂｅｈｏｌｄ　ｔｈｅｍ
，ｂｏｔｈ，ｒｕｎｎｍｇ　ａｗａｙ　ｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｃｏｍｅｒ　ａｔ　ｆｕ１１

ｓｐｅｅｄ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４１）
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　Ｉｎ　ａｎ　ｍｓｔａｎｔ　ｔｈｅ　ｗｈｏｌｅ　ｍｙｓｔｅｒｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｈａｎｄｋｅｒｃ
ｈ１ｅｆｓ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｗａｔｃｈｅｓ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｊｅｗｅ１ｓ

，

ａｎｄ　ｔｈｅ　Ｊｅｗ，ｒｕｓｈｅｄ　ｕｐｏｎ　ｔｈｅ　ｂｏｙ’ｓ　ｍｍｄ　Ｈｅ　ｓｔｏｏｄ，ｆｏｒ　ａ　ｍｏｍｅｎｔ，ｗ１ｔｈ　ｔｈｅ　ｂ１ｏｏｄ　ｓｏ　ｔｍｇ１ｍｇ

ｔｈｒｏｕｇｈ　ａ１１ｈ１ｓ　ｖｅｍｓ　ｆｒｏｍ　ｔｅｒｒｏｒ，ｔｈａｔ　ｈｅ　ｆｅ１ｔ　ａｓ１ｆ　ｈｅ　ｗｅｒｅ　ｍ　ａ　ｂｕｍｍｇ丘ｒｅ ，ｔｈｅｎ　ｃｏｎｆｕｓｅｄ
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．・・・…
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ｗｉｔｈ　ｊｏｙ

　‘Ｓｔｏｐ　ｔｈ１ｅｆ，’ Ａｙ，ｓｔｏｐ　ｈｍ　ｆｏｒ　Ｇｏｄ’ｓ　ｓａｋｅ， ｗｅｒｅ１ｔ　ｏｎ１ｙ　ｍ　ｍｅｒｃｙ一

　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｔｈｅ　Ｎｅｗ　Ｏｘｆｏｒｄ　Ｉ１１ｕｓｔｒａｔｅｄ　Ｄ１ｃｋｅｎｓ，０Ｚ閉ぴＴｚび〃，ｐｐ６６－７）

　かげろふ小僧が，老紳士の衣嚢へ手を突っ込み，手巾を引き出し，それを，チャアレー・ べ

一ツに渡し，二人とも全速力で駆け出して，角を曲がうてしまっ たのを見たオリヴ ァーの驚き

といふものはなかった 。

　忽ち，手巾や，時計や，宝石や，猶太人に就いての不思議全体が，オリウァーの心に群がり

集まっ た。……

　「泥坊をつかまへろ，泥坊をつかまへろ」

　この声には，魔術がある。その声を聞くと ，商人は勘定台を離れる。馬車鞠夫は馬車を離れ

る。 肉屋は盆を投げ棄てる。パン焼は籠を，牛乳屋は桶を，使い屋は小包を，といふ風に，誰

も彼も ，持ってゐるものを投げ捨て ・， た“滅茶苦茶に，ワイワイ言って駆けだし，角を曲が

る時には，通り懸りの人を突き倒し，犬を吠え立たせ，家禽を驚かすといふ騒ぎで，街路も ，

広小路も ，広場も ，その声で，反響するのだ。……　「泥坊をつかまへろ，泥坊をつかまへろ」

　何ものかを追い詰めるといふことは，人間の胸に深く根ざした情熱である。疲れて息をきら

し， 顔に恐れを現はし，眼に苦痛を見せ，顔に汗の大きな粒を流し，追っ手から駆け抜けよう

と， あらゆる神経を緊張さして逃げて行く一人の哀れな少年がある。すると，それを追跡して ，

刻々追い付いて行くものどもは，少年の力の衰へて行くのを見て，尚ほ一層高い声で歓呼する 。

ｒ泥坊をつかまへろ」ああ，どうぞつかまへてくれ，後生一生のお願ひだ 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（焉場訳，１０５－ ７頁，一部当用漢字に改めた　筆者）

（５４２）



　　　　　　　　　　　　　『オリヴ ァ・ トゥイスト』の日本語訳（藤村）　　　　　　　　　　　　 １４１

　昭和十年代の出版ということで，用語の古さは致し方ないものの，原文に非常に忠実で丁寧な

訳である。続けて，もうひとつ＠本田訳の同じ箇所を見てみよう 。

　いかさま師が老紳士のポケ ットに手をつっこみ，ハンカチを引 っ張り出すのを見たとき ，数

歩離れたところで，できるだけ大きく瞼を見ひらいて見ていたオリヴ ァの恐怖と驚きはどんな

であ っただろう！　彼がそれをチャーリィ ・ベイッに渡し，それから，二人が全速力で角をま

わっ て逃げて行くのを見たときに 。

　一瞬のうちに，ハンカチや，懐中時計や，宝石や，ユタヤ人の，すべての謎が，少年の心に

浮かび上がった。彼は，瞬時，恐怖のために全身の血が湧き返り ，まるで燃える火の中にいる

ような気持で立っていた。それから，混乱し，おびえて，自分が何をしているのかもわからず ，

できるかぎりの速さで逃げ出した 。

　すべては一分問の出来事であ った。オリヴァ が駆けだした瞬間に，老紳士はポケ ットに手を

入れ，ハンカチのないのに気がついて，あわてて振り返 った。彼は少年が走って行く姿を見て ，

まっ たく自然に，泥棒は彼だと断定した，そして，全力をあげて，「泥棒をつかまえろ」と叫

びながら，本を持ったまま ，彼を追いかけた。……

　「泥棒をつかまえろ！　泥棒をつかまえろ！」その声の中には魔術があ った。商人は帳場を

離れ，御者は荷馬車をすて，肉屋は盆を，パン屋は籠を投げ出し，乳搾りは桶を，お使いの子

供は貝物包みを　投げ出した。彼等は遮二毎二走った，夢中で走りながら，金切声をあげて叫

びながら，角を曲がるとき ，通行人を突き倒し，犬を起こし，家禽を驚かせながら。そして ，

街も ，広場も ，空地も ，その声で反響した。……

　「泥棒をつかまえろ！　泥棒をつかまえろ！」そこには，人問の心に深く植えつけられた ，

何かを狩り出す情熱があ った。疲れ果て，喘いでいる，一人のみじめな息もきれぎれの子供 。

顔には恐怖を，目には苦悩をたたえ，大粒の汗が顔を流れ，あらゆる神経は，追う者に追いつ

かれまいと緊張していた。そして彼らは彼を追いながら，次第次第に彼に迫り ，彼の力が衰え

て行くのを，さらに大きな声ではやしたてながら，狂喜の叫びをあげた。「泥棒をつかまえ

ろ！」その通りだ，慈悲という点からだけでも ，どうか，彼をつかまえてや ってくれ！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本田季子訳，岩波文庫版，上巻１１３－５頁）

　馬場訳と同様に，原文に即した正確な訳ではあるが，最初に引用したこなれた小池訳に比べれ

ば， ややぎごちないというか，滑らかさに欠けるように思われる。たとえば，代名詞をそのまま

省略もせず，言い換えもせずに「彼は　，彼の　」と訳出しているため，いわゆる翻訳調の日本

語になっ ているところが少し感じられる 。

　ちょっと余談めくが，「泥棒をつかまえろ」と叫びながらオリヴ ァを追っかけるこの群衆場面

は， 言葉で人の動きを表現したものとして最高傑作の部類に入るであろう 。これを今，映像で表

せば迫力に満ちた動きのあるシーンの最良のものが出来そうである。もしディケンズが２０世紀に

生きて活躍していたなら，彼は映画監督かテレビドラマの演出家として一流であろうとよく言わ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
れるが，まさにこの場面の描写が，それを証明していると言えるのである 。

　閑話休題。さて次に，物語の順序としては逆になるのだが，『オリヴ ァ・ トゥイスト』の第２

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４３）



　１４２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

章に描かれ，この作品中でも ，もっとも有名な場面のひとつである，救貧院でオリヴァが，給食

をもう少し欲しいと要求するところをとりあげてみたい。「もう少しください」というオリヴァ

の一言は，この作品の主題を象徴していると言っても過言ではない。まず原文を示すと ，

　Ｔｈｅ　ｅｖｅｍｎｇ　ａｒｒ１ｖｅｄ ，ｔｈｅ　ｂｏｙｓ　ｔｏｏｋ　ｔｈｅ１ｒ　ｐｌａｃｅｓ　Ｔｈｅ　ｍａｓｔｅｒ　ｍ　ｈ１ｓ　ｃｏｏｋ’ｓ　ｕｍｆｏｒｍ　ｓｔａ －

ｔ１ｏｎｅｄ　ｈｍｓｅ１ｆ　ａｔ　ｔｈｅ　ｃｏｐｐｅｒ ，ｈ１ｓ　ｐａｕｐｅｒ　ａｓｓ１ｓｔａｎｔｓ　ｒａｎｇｅｄ
　ｔｈｅｍｓｅ１ｖｅｓ　ｂｅｈｍｄ　ｈｍ ，ｔｈｅ　ｇｍｅ１

ｗａｓ　ｓｅｒｖｅｄ　ｏｕｔ ，ａｎｄ　ａ１ｏｎｇ　ｇｒａｃｅ　ｗａｓ　ｓａ１
ｄ　ｏｖｅｒ　ｔｈｅ　ｓｈｏｒｔ　ｃｏｍｍｏｎｓ　Ｔｈｅ　ｇｒｕｅｌ　ｄｌｓａｐｐｅａｒｅｄ

，

ｔｈｅ　ｂｏｙｓ　ｗｈ１ｓｐｅｒｅｄ　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ　ａｎｄ　ｗｍｋｅｄ　ａｔ　Ｏ１１ｖｅｒ ，ｗｈ１１ｅ　ｈ１ｓ　ｎｅｘｔ　ｎｅ１ｇｈｂｏｕｒｓ　ｎｕｄｇｅｄ

ｈｍ　Ｃｈ１１ｄ　ａｓ　ｈｅ　ｗａｓ，ｈｅ　ｗａｓ　ｄｅｓｐｅｒａｔｅ　ｗ１ｔｈ　ｈｍｇｅｒ，ａｎｄ　ｒｅｃｋｌｅｓｓ　ｗ１ｔｈ　ｍ１ｓｅｒｙ　Ｈｅ　ｒｏｓｅ　ｆｒｏｍ

ｔｈｅ　ｔａｂ１ｅ ，ａｎｄ　ａｄｖａｎｃｍｇ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｍａｓｔｅｒ　ｂａｓｍ　ａｎｄ　ｓｐｏｏｎ　ｍ　ｈａｎｄ　ｓａ１ｄ　ｓｏｍｅｗｈａｔ　ａ１ａｒａｍｅｄ　ａｔ

ｈ１ｓ　ｏｗｎ　ｔｅｍｅｒ１ｔｙ

　‘Ｐ１ｅａｓｅ，ｓ１ｒ，Ｉ　ｗａｎｔ　ｓｏｍｅ　ｍｏｒｅ
’

　Ｔｈｅ　ｍａｓｔｅｒ　ｗａｓ　ａ　ｆａｔ，ｈｅａ１ｔｈｙ　ｍａｎ ，ｂｕｔ　ｈｅ　ｔｕｍｅｄ　ｖｅｒｙ　ｐａ１ｅ　Ｈｅ　ｇａｚｅｄ　ｍ　ｓｔｕｐｅ丘ｅｄ　ａｓ －

ｔｏｍｓｈｍｅｎｔ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｍａ１１ｒｅｂｅｌ　ｆｏｒ　ｓｏｍｅ　ｓｅｃｏｎｄ ｓ， ａｎｄ
　ｔｈｅｎ　ｃ１ｍｇ　ｆｏｒ　ｓｕｐｐｏ討ｔｏ　ｔｈｅ　ｃｏｐｐｅｒ

Ｔｈｅ　ａｓｓ１ｓｔａｎｔｓ　ｗｅｒｅ　ｐａｒａ１ｙｓｅｄ　ｗ１ｔｈ　ｗｏｎｄｅｒ ，ｔｈｅ　ｂｏｙｓ　ｗ１ｔｈ　ｆｅａｒ
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，’ ｒｅｐ１１ｅｄ　Ｏ１１ｖｅｒ，‘Ｉ　ｗａｎｔ　ｓｏｍｅ　ｍｏｒｅ ’　　　　　　　　　　　　（０伽脈丁舳功，ｐ１２）

最初に　松本訳の『オリバーの冒険』を見ると ，

　その晩，一同が食堂に行列をつくり ，白い前かけをしたまかない人が大なべを持ちだし，そ

の両側に数人の係員がならんで，いつものように一ぱいずつのすいとんが配給されました。子

供たちはたちまちそれを平げてしまい，たがいにささやきあい，オリバーに目くばせしました 。

　隣りの少年にひじでつかれて，オリバーはもともと自分も空腹だったので，破れかぶれの気

持もてつだって，おわんとさじをにぎっ たまま主任の前へすすみでて ，

　「どうぞ，もう一ぱいください！」

と言いました 。

　主任はふとっ た血色のいい男でしたが，オリバーの言葉にさっと顔色をかえ，危く卒倒しそ

うになっ て， なべのえにしがみつきました。助手たちも驚きのあまり ，声も出ませんでした 。

子供たちはそのちんもくの中できょうふですくみあがりました 。

　「なんだと？」主任はよほどた ってからカのなくやうな声で聞きかえしました 。

　「どうぞ，もう一ぱいおかわりをください」とオリバーはくりかえしました 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本恵子訳，６－７頁）

子供向けに書き直されたもので，分かりやすく配慮されており ，素直な日本語である。食事時

に「すいとん」（傍点がついている）が配られたというのが，敗戦直後の出版を物語っていようか 。

〈まえがき〉をみると ，ｒこの孤児オリバーの冒険を書いたのはディケンズが２７才のときでした 。

この物語は本当はこの三倍もの長さのものですが，子供の読みものとして，短く書いたのです 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４４）



　　　　　　　　　　　　　『オリウァ　トゥイスト』の日本語訳（藤村）　　　　　　　　　　　　１４３

ディケンズの小説のほんとうのおもしろさは，どうしても原文を読まなければ味わうことはでき

ません。ですからあなた方が英語をよく勉強しておとなになっ たら，ぜひディケンズの小説を英

語でお読みになるようにおすすめします。ティケンスはこのほかにまだたくさんおもしろい小説

をかきました」（４ －５頁）という簡単な解説めいたことが書かれている 。

　次に＠水谷編の『嵐の中の孤児』をみると ，

　エプロンをかけた食堂長が，女たちに手つだわせて，かゆをひしやくで，もりわけてくれま

した。けれど，だれも ，一ぱいきりで，それ以上は，どんなことがっても ，もらえませんでし

た。

　その日 ，いつものように，一ぱいのかゆをすすつてしまうと ，みんなはオリハーに目くはせ

をしました。となりにいた子供は，オリバーをつつきました。オリバーは，はらがへつていま

したし，どうにでもなれと ，むこう見ずな気もちで，わんと ，さじをもっ て， 食堂長の前へす

すんでいきました 。

　「どうぞ，もうすこし下さい 。」

　食堂長は，ふとつて，じょうぶそうな男でしたが，それを聞くと ，まつ青になりました。小

さいむほん人の目が，気みわるく思えました 。

　食堂長は，顔をくしやくしやさせて ，

　「なに？」と ，よわよわしい声でいいました。　　　　　　　　　　（水谷まさる編，１８頁）

　水谷編とあるように，これも子供向けに，原作のプロットを生かしつつ，分かりやすく書き直

したものである。広告頁に出ている世界名作物語シリーズの中には，『若草物語』『厳窟王』『鉄

仮面』『三銃士』などが含まれている 。

　話は前後するが，　の奈街のものは，＜奈街三郎著〉とあるように，完全な再話もので，先ほ

どから話題にしている給食の場面は省略されてしまっ ており ，救貧院で生まれたオリヴ ァが九歳

になっ て， 葬儀屋へ働きに出されるあたりから物語が始められている。本文則後に三頁にわたる

＜まえがき〉と ，四頁からなる＜あとがき〉がある。＜まえがき〉では

　これは，今から百十一年むかし　　『皇帝が国民に忠誠をちかう』イキリスで，チャール

ス・ ティソ ケンスという名高い文学者の書いたながいながい物語で，これを現代の少年少女諸

君にわかりやすく書きなおしたものです。イギリスの救貧院というのは，日本の養育院と養老

院を一しょにしたようなものですが，オリバー少年はそこで生れ，孤児院でそだち，きりの

都・ ロンドンヘ逃げてきます。そこで彼を待ちかまえていたのは，おそろしい悪の世界で，悪

人たちはよっ てたかって，彼をどろ沼へ引きずりこもうとします。…かなしみとよろこびと ，

血とせんりつでいろどられるこの物語は，美しい走馬とうのように展開して，諸君をむちゅう

にさせないではおきません。よみはじめたらきっと ，よみおわるまで本をとじることはできな

いでしょう 。ただ，なんといっ てもこれは　　のりものは馬車で，絞首刑は町の中でみんなに

見せ，あかりはろうそくをともしていたころの　　　一○年以上もむかしのイキリスのおはな

しですから，やはり現代ばなれがしています。しかし，それでは私たちの日本，文化国家など

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４５）



１４４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

という今の日本に，はたしてオリバーのような不幸な少年は，ひとりもいないでしょうか？

いいえ…と諸君は，かなしげに首をふるでしょう 。そうです，そして現代は，ひとりやふたり

のオリバーがすくわれても ，私たちの心から社会的なくらいかげは消えません。すくわれない

オリハー少年が，ひとりもいない日本，平和なあたたかい全世界　　それを打ちたてるのは

“これからの人”　　少年少女諸君であることを，諸君のなによりのほこりにしてください 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一九四九年三月　奈街三郎

と書かれている。「文化国家などという今の日本に，はたしてオリバーのような不幸な少年は ，

ひとりもいないでしょうか」とかｒオリバー少年が，ひとりもいない日本，平和なあたたかい全

世界」などという言葉遣いからは１９４９年という時代が感じられる 。

　また〈あとがき＞では，ディケンズの簡単な紹介をした後で ，

　『オリヴア ・トウイストのぼうけん』を書出した一八三七年は，ちょうどウイリアム四世が

死んで，姪のヴィクトリア女王が一八歳で即位した年にあたります。日本では徳川も末期のこ

ろですが，この物語を読むと ，さすがは自由主義の国イキリスです。基本的人権なども ，当時

の日本とはくらべものになりません。それから，ユダヤ人にたいする一ばんの感情も ，かなり

ろこつに出ていますが，フアギンが役人に引かれて行くとちゅう ，民衆が激怒してリンチを加

えようとするあたりや，サイクスがさいごに逃げこんだ家をとりまく民衆のあり方など，イギ

リス人の気風がうかがわれて興味があります。しかし，ローズとナンシィをくらべてもわかる

ように，当時の階級は上流と下そうが，かなりはっきりと区別されていました。貴族や金持は

上晶でぜいたくで礼儀正しく ，貧乏人は下晶で無作法で悪者が多いようにきめられ，そうでな

いものは金持たちに仕えるために存在しており ，一ぱん人民もそれにたいしてあやしみもぜず ，

むしろそうした上流の紳士，淑女になれることをなによりの夢とし，あこがれの的としていた

ようです。この物語では，ナンシイがビル ・サイクスに殺されるあたりがクライマッ クスでし

ょう ，そのせいさんな，なまなましい情景は，当時の読者の血涙をしぼったそうです。またこ

の本でははじめの方，割愛しましたが，救貧院の世話役 ・ハンフルがいばりくさることから ，

そうした小役人根性のことをバンブルダムと名づけられたほど，イギリス人一ぱんに有名です 。

少年少女の諸君によんでいただくために，どぎつい下品な会話や，しげきのつよすぎる場面や ，

わかりにくいところ，ハーリイとローズの話など，すべて割愛しました。おとなになっ てから

全訳を，英文学を志す人なら原書を，一どはよまれるよう望んでおきます。　　　　　（著者）

と述べられている。「どぎつい下品な会話や，しげきのつよすぎる場面」を割愛したという一文

からは，著者の依って立つ書き直しの視点が分かるであろう 。ついでに奥付によると，著者奈街

の住居は東只だが，発行所は京都の大雅堂で，印刷者も京都壬生の日本写真印刷となっ ていて ，

定価は百三十円。また表紙裏頁の広告欄によると ，世界少年少女文学選集全２４巻は，すべて著作

という形で，その中には『ロビンソン ・クルーソウ』が国分一太郎著，『水瀞伝』は藤森成吉著

などと出ている 。

　以上いくつかの日本語訳について管見を述べてきたが，『オリヴァ ・トゥイスト』の主人公が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４６）
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少年であるというところから，子供向きに書き直すという体裁のものが数多く出されており ，し

かも大抵の場合は，大人の視点にた った配慮がなされ，やや教訓的になっ ている嫌いがあるとい

えよう 。だから，それらのすべてについていちいち検討することはあまり意味がないように思わ

れる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

１）１９世紀初頭の書物の値段というのはかなり高くて，時の人気作家だったＷ．スコットの場合は ，

　『アイヴ ァンホー』１閉肋０６（１８２０年）が３０シリング，『ケニルワース』Ｋ舳ゴ伽ｏ肋（１８２１年）は

　３１ ．５シリング（１ ．５ギニー）もしていた。当時小説本は三巻ものの体裁をとり ，三巻１セ ットで定価

　１５キニー（１キニーは２１ンリンク）が標準の値段になっ ていた。だから雑誌形態で分冊刊行するほ

　うが，出版社にも読者にも好都合だったのである。読者の側にしたら，一度に多額の出費を強いられ

　ることがなく ，毎月１シリングだけで済むわけだし，出版社としたら，売れ行き具合を見て次号の発

　行部数を増減できる便利さがあ った 。

２）ボズという筆名は，息子のあだ名から借用したものだと言われている 。

３）本文の内容と直結するわけではないが，「罪を憎んで人を憎まず」という言葉に関して，筆者は ，

　たまたまこの拙論を執筆している時に目にした記事（永山則夫死刑執行）からいろいろなことを考え

　させられた。日本の教育の現状には，さまざまな問題が山積しているけれども ，義務教育の就学率が

　９０パーセント台と ，先進国の中でも高率である 。１８歳人口の大学進学率も３０パーセント前後で，教育

　程度は国全体としては高い方だと言えるようだ。そして，今日経済成長を為し遂げて豊かになっ た。

　今，飽食の時代などとも言われたりもしている。それでは無知，貧困と犯罪の因果関係は，現代日本

　では完全に断ち切られているのであろうか 。

　　高度経済成長期，永山死刑囚は１９６５年に中学を卒業している。罪を犯したのは１９歳の秋である 。

　１９９０年に死刑が確定し，今年（１９９７）になっ て刑が執行された。朝日新聞からの引用である 。「＜生ま

　れつきの人殺しなどいやしない。殺人者はつくられるんですよ〉…獄中で使用を許されたノートに
，

　こんな文章を記していた 。１９９０年，最終的に死刑が確定する３ケ月ほど前のことだ。前後して，つぎ

　のような記述もあ った。＜杜会の側から差別され疎外された人間が反杜会的行為に走るのは，法と秩

　序の枠組みにおさまろうとするより ，むしろ自然であろう＞。 どちらも彼自身の文章ではない。読ん

　だ本からの抜き書きである。…＜殺人者はつくられる〉。 それが永山死刑囚の大きな主張だった。…
　罪の責任のすべてを『社会』に押しつけることはできぬ。かつての彼の中学の同級生が語っていた 。

　『あのころはみんな貧乏だ った。や っぱり則夫は自分に負けたんだと思う』。 けれどもこの犯罪が『無

　知と貧困』（彼の主張）と無縁だったとも思えない…」（「朝日」朝刊，１９９７年８月３日の「天声人

　語」）と出ている。中学の同級生の＜則夫は自分に負けた〉という言葉を肯定しながら ，＜けれども
　・・〉と続けて永山の主張にも理解を示す素振りである。この天声人語の筆者はどちらに比重を置こう

　としているのか 。

　　その後８月１４日の同じ「朝日」の夕刊 コラム《窓》欄に，「永山公判記」と題し死刑問題を論じた

一文があり ，そこでも「永山被告は『貧困，無知が犯罪を生んだ』という自らの『思想』への誇大な

　自負を法廷で語った。だが極貧だった元同級生は彼の主張に厳しかった。『則夫は自分に負けたんだ

　と思う 。みんな貧乏だった』」というくだりがある。この《窓》の筆者は言葉遣いからして明らかに

元同級生の方に軍配を挙げている。この辺りが一般的常識論なのであろう 。

　　と同時に，こんな文章（「朝日」夕刊，１９９７年８月７日）も載っていた。文芸評論家秋山駿の一文

である。「…永山則夫の犯行は，最初から私の眼を撃 った。逮捕直後の報道で，彼の居室にあ った中

学・ 社会科学習小事典の余白に，『私は生きる。せめて二十歳のその日まで』と記されていた，と知

　らされたからだ。これが長い問の私の懐疑に火を付けた。…いわゆる『理由なき殺人』とか『理由な

　き犯行』といわれるものの背後には，原因と結果を直結させる裁判的知性では追究しきれぬもの，も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４７）
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　　 っと文学的な，人間性における秘密の根が横たわっているのではないか，と疑ったからである。鋭く

　　オリジナルな第一作で出発する文学者の背後には，必ず，彼が大人になる一歩手前，一七歳から一九

　　歳にかけての，白己発見の劇，あるいは白己確認の劇があるようであ った。では，『理由なき殺人』

　　の行為の何が，わたしの眼を撃ったのか。私は不敏であ った。そこには　　自己破壊の劇もあるので

　　あ った。自己発見，自己確認，自己破壊，その三つは，さながら独自の自分を見出そうとしてあせり

　　ながらさ迷う ，生の三原色といっ たものだ。…しかし，『理由なき犯行』の人は，何かもっと別の ，

　　曲がりくねった回路で言葉に衝突するようだ。かれも ，こころの核心を衝く新しい言葉，曲がりくね

　　 った回路を明かす新しい話法を探すのだが，何も見いだせぬ。見いだすためには天才が要る。そこで

　　一種の絶望が生じ，ノートに書くためのペンを握る手が，奇妙な自己矛盾から一転して，ピストルを

　　握ることがあるのではないか，と私は想像した。永山則夫の獄中ノート ，『無知の涙』が，私の懐疑

　　の一端を傍証してくれた。彼の言葉における出発は，詩であ った。だがその詩は，いかにもふつうに

　　詩的なもので，曲がりくねった回路を明かすものではなかった…」とある 。

　　　「永山則夫への懐疑」と題する一文の要旨である。永山の心の軌跡を文学的に解釈しようとしたよ

　　うだが，ここではピストルを手にして殺人を犯した行為を個人の自己発見あるいは白己確認の劇と捉

　　えており ，あくまでも個人の内面の問題として考えられ，無知とか貧困という点にはまっ たく触れら

　　れていない。これもまたひとつの考え方，ひとつの解釈なのであろう 。

　　　もうひとつ関連する記事を指摘しておこう 。岩波書店のＰＲ誌「図書」に載っていたものである 。

　　〈裁判傍聴業〉を自称している作家の佐木隆三氏の一文である。この文章は，被告人と弁護人の関係

　　を論じたもので，その中で永山裁判を例に引いている。被告人永山が述べた意見として「貧困が無知

　　を生み，無知が犯罪へ走らせる。その原因を究明するために，法廷にマルクス主義的な経済学者を」

　　という要求出し，それが認められて特別弁護人としてマルクス経済学者二人が付くことになっ たとい

　　う 。（「図書」１９９５年７月号，４４－４７頁参照）

　　　以上，無知，貧困，教育といっ たことを考えていた時に目に留まっ た記事からの引用を並べたが ，

　　今ここで結論めいたことをいう言うつもりはない。この問題については，改めて別の機会に論じたい

　　と思っている 。

　４）松村昌家編『ディケンズ小事典』を参照しながら，日本（文学）とディケンズとの関係を見てみる

　　と ，坪内遣遥あたりから両者の影響関係を跡づけることが出来そうである。遣遥は日本最初の写実小

　　説論『小説神髄』（１８８５－８ｑ）の著者として，またその実践編ともいうべき『当世書生気質』（１８８５－

　　 ８６）の作者として，英国小説と深い関わりを持っている。特に『小説神髄』下巻における「１央活小

　　説」（コメティのこと 一筆者任）論の開陳には，『ピ ソクウィソ ク倶楽部遺文録』の笑いの影響が歴殊

　　と現れている。『小説神髄』から一部を引用してみると ，「純粋なる快活小説を綴るに当りて最も忌み

　　嫌ふべき条件といふは，郡野獲嚢なる脚色是れなり 。作者の見識低き時には間々滑稽の種にくるしみ ，

　　談諺の料を求めかねて，いと賎むべき事柄をさへに其物語のうちに加えて，笑ひを買はまく望む事あ

　　　り 。…我が維新前に行われし小説として之れを評すれば，きはめて巧妙の小説なれども ，之れを真成

　　の小説視して更に評論を下すときには，ほとほと読むに堪へざる物あり 。蓋し『下が ・り』の事件多

　　ければなり 。英国の小説家ヂ ッケンスの著したる『ピクヰ ック ・ぺ一パルス』の如きは純然たる快活

　　小説の一種にして，通篇該諺に成るといへども ，決して狼嚢なる脚色もなければ，また魎しげなる文

　　字もなし。蓋し滑稽の基づくところの魎獲の事物にあらざるがゆゑなり 。およそ滑稽，戯諺の秘訣は ，

　　端厳，侶傲，高尚なるものと粗魯，賎劣，郡猿なるものとを巧みに交へて叙するにあり 。例へば『つ

　　まらぬ物』をば『たいそうなるもの』のやうにいひなし，賎しきものを高尚なるもの ・やうにいひな

　　すなども笑ひを博すべき一方なり 。或ひは老実なる人の粗忽なる振舞，あるひは侶傲なる人物のへこ

　　　まされし体裁等，総て滑稽の料なるべし。畢寛偶然の問違よりして発生なすべき条件には笑ひの種と

　　なるもの多かり ，豊に必ずしも婬狸事をもて談諺の料となすを要せむ」とあり ，『ピ ックウィッ ク倶

　　楽部遺文録』を高く評価した箇所がみられるのである。（現代日本文学大系一『坪内遣遥 ・二葉亭四

　　迷 ・政治小説集』２２２頁，筑摩書房，昭和４６年）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４８）
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　　坪内遣遥以外にも英国の小説家，特にディケンズからの影響を受けた作家として挙げられるのは夏

　目漱石であろう 。『ピ ソクウィソ ク倶楽部遺文録』と『吾輩は猫である』の構成の類縁が指摘されて

　いるし，また『吾輩は猫である』の最初の方には『ニコラス ・ニクルビィ』のことが出てくる。さら

　に『坊っちゃん』の清が『デイヴィッ ド・ コパフィールド』に出てくる乳母ペゴティと比較が可能だ

　といわれている。その他にも現代作家のなかでディケンズの影響がはっきりしている作家としては
，

　辻邦生や大江健二郎なとが挙けられる 。（松村昌家編『ティケンス小事典』１３３－１４７頁参昭，研究社出

　版，１９９４年）

５）　まっ たく余計なことだが，この北川訳の扉頁に献呈の辞が書き込まれている。その相手が，月刊誌

　「英語青年」（研究社）の英文解釈練習欄を時々担当しておられる行方昭夫氏（同姓同名の別人かもし

　れないけど）である。行方氏がこの訳書を古本屋に払い下げたのかどうかは，もちろん筆者の与かり

　知らぬところである 。

６）（ｔｈｅ）Ｄｏｄｇｅｒ というのは，フェイギンの手下として登場する少年スリの名前である。最初に引用

　した小池訳は冠詞を無視して名前とみなしているわけである。馬場訳および本田訳は，この単語の本

　来の意味（ｄｏｄｇｅ・ よける，避ける，身をかわす，巧みにごまかす，翻弄する。参考「ド ッジ ・ボ ー

　ル」）を生かして，「かげろふ小僧」「いかさま師」としたのであろう 。「かげろふ小僧」は面白いが
，

　「いかさま師」はちょっと考え過ぎた感じがある 。確かにｄｏｄｇｅｒ という名詞形の単語には，ぺてん

　師という意味もあるが，ここはドジャーが子供であるということを考慮したい 。

７）いくつかの作品が映画化されているが，最近の例はない。ただ英国ではテレビドラマ化は日常的の

　ようである。イギリスヘ行った時など，筆者はホテルでテレビをつけっぱなしにして耳を慣らすこと

　にしているが，必ずと言っていいほど，何かディケンズ作品のドラマに出くわす 。

　　ディケンズと映画といえば，彼の作品の映画化の話の前に触れておかねばならないのは，現在の映

画芸術の基礎を築いたひとりと言われているＤ．Ｗ．グリフィスが考案した映画独特の技法，あの

　「モンタージュ」の手法を，彼はディケンズを愛読していて思いついたといわれている点である。つ

　まり ，いくつかの場面を対比しながら畳みかけて（交互に積み上げて）いく描写方法である。逃げる

　オリヴ ァーと追いかける群衆を描く ，あの場面，映画ではこのシークェンス（一続きの場面）の中に

　交互に数カ ット入れたり ，二重焼きにするわけである。ディケンズ作品が映画化されやすい理由のひ

　とつは，こういうところにもあるといえよう 。

　　ディケンズ作晶の映像化についての専門的研究もいくつか見られるようになっ たが，最近のものを

　ひつだけ紹介しておく 。その論考では映画化，ビデオ化されやすい理由が次のように整理されている 。

　第一に，ディケンズは演劇的な作家であ った。「すべての小説家は劇の形式を取らないかもしれない

　が，実質上，舞台のために書いている」と彼は言う 。的確に見るだけではなく ，たえず劇化しながら

　見るというのが彼の小説作法である。第二に，映画は発明されていなかったが，映画のカメラワーク

　を意識させるような描写方法と ，フィルム編集作業の手法を文学において先行させていた。第三に ，

　文学の映画化，つまり『翻案の時代』が到来したということである。第四に，彼が幻を見る作家であ

　っ たということ 。彼は端的に「ヴィジ ョネール（見る人）」であ った。第五に，彼は「会話力」の作

　家であ った。ティケンスの方法は，外面の観察の深さ　　表層（目に見える外見の特徴）の深層（内

　面の変わることのない真実）に巧みに符合させる外面的な表示　　にある。以上の五占を指摘してい

　る。（楚輸松人ｒなぜディケンズはビデオ化されるのか？」『ディケンジアン』第２０号，ディケンズ ・

　フェロウンソ プ日本支部発行，ユ９９７年１０月 ，１２－１４頁参昭）

　　さて，過去に映画化されたものとしては，１９０３年アメリカでつくられた『ニコラス ・ニクルビィ』

　があるという 。映画化された回数では『オリヴ ァ・ トゥ イスト』が一番多いようで，次いで『クリス

　マス ・キャロル』『デイヴィッ ド・ コパフィールド』『大いなる遺産』と続くらしい。現在ビデオなど

　で入手可能なのは，デイヴィッ ド・ リーン監督の『大いなる遺産』（１９４６）と『オリヴ ァ・ ツィスト』

　（１９４７），それにミュージカルの映画化である『オリバ ー』（１９６８，キャロル ・リード監督）であろう 。

　リーンは大のディケンズ ・ファンだっただけに，映画化に当た ってもディケンズ作品の雰囲気をうま

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５４９）



１４８ 立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

く引き出している。ディケンズ作品はどれも長編なので，映画化となると，ただ筋を追うだけで精一

杯になり映画そのものとしては，あまり感心しないという場合が多かったが，リーンの『大いなる遺

産』は，その点では優れていると言えよう 。それに対して『オリヴ ァ・ ツィスト』はやや落ちるが，

それでも物語を単純化し，畳みかけていくシークェンス処理の巧みさで，ディケンズの持つ雰囲気を

引き出している。ただ，後半部分はサスペンス調に盛り上げようとして大幅に省略されているため ，

原作を知らないと話の運びがよく飲み込めないところがある。しかしいずれにしろ，リーンの二作は

優れたディケンズ映画と言える。（「ディケンズ文学と映画」『英語研究』ディケンズ没後百年記念臨

時増刊号，１９７０年６月号，研究社，６７－６９頁参照）

　その他に，ディケンズ作品を下敷きにした翻案ものとしては，『クリスマス ・キャロル』の人形劇

映画（ディズニー作晶，１９９２年）や，『三人のゴースト』（『クリスマス ・キャロル』のパロディで ，

スクルージがテレビ会社の社長になっ ている。リチャード ・ドナー監督，ビル ・マーレー主演，パラ

マウント作品，ＳＦＸコメディ ，１９８８年）などがある 。

　最後にＭｉｃｈａｅ１Ｐｏｍｔｅｒ，Ｃ加７伽Ｄ〃伽ｏ〃 伽８“６舳Ｔ１加〃刎， 乃伽伽ｏ〃，舳４Ｗゐｏ

Ａ加〃肋ｏ郷ＴｈｅＳｃａｒｅｃｒｏｗＰｒｅｓｓ，１９９６を付け加えておきたい 。

（５５０）
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